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平成18年 10月 11日 

各      位 

会 社 名 小松ウオール工業株式会社 
代 表 者 の 
役 職 氏 名 代表取締役社長    加  納   裕 
コード番号 ７９４９  東証・大証市場第一部 
問合わせ先 取締役社長室長    奈良本  明則 

TEL  ０７６１－２１－３２３４ 
 
 
 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成18年 7月11日の平成19年 3月期第1四半期財務・業績の概況発
表時に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．平成19年 3月期中間連結業績予想数値の修正（平成18年 4月 1日 ～ 平成18年 9月 30日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

（平成18年 7月11日発表） 
11,340 460 256 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 11,262 641 373 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △ 77 181 117 

増 減 率             △ 0.7％ 39.4％ 46.0％ 

（ご参考） 

前期（平成 17 年 9 月中間期）実績
11,575 920 215 

（注）前期中間実績の当期純利益には、減損会計適用による減損損失額が490百万円含まれております。 

 
 
２．平成19年 3月期中間業績予想数値の修正（平成18年 4月 1日 ～ 平成18年 9月30日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

（平成18年 7月11日発表） 11,240 440 590 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 11,152 595 695 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △ 87 155 105 

増 減 率             △ 0.8％ 35.3％ 17.8％ 

（ご参考） 

前期（平成 17 年 9 月中間期）実績
11,065 750 153 

（注）1.前期中間実績の当期純利益には、減損会計適用による減損損失額が490百万円含まれております。 
2.前回発表予想及び今回修正予想の当期純利益には、小松ウオール長野販売株式会社吸収合併に
伴う抱合株式消滅差益304百万円の特別利益が含まれております。 
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３．平成19年 3月期連結業績予想数値の修正（平成18年 4月 1日 ～ 平成19年 3月31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

（平成18年 7月11日発表） 
27,200 2,370 1,363 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 27,700 2,370 1,363 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 500 － － 

増 減 率             1.8％ 0％ 0％ 

（ご参考） 

前期（平成 18 年 3 月期）実績 
25,914 2,300 1,019 

（注）前期実績の当期純利益には、減損会計適用による減損損失額が490百万円含まれております。 
 
 
４．平成19年 3月期業績予想数値の修正（平成18年 4月1日 ～ 平成19年 3月31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

（平成18年 7月11日発表） 27,000 2,200 1,610 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 27,500 2,200 1,610 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 500 － － 

増 減 率             1.9％ 0％ 0％ 

（ご参考） 

前期（平成 18 年 3 月期）実績 
25,160 1,947 847 

（注）1.前期実績の当期純利益には、減損会計適用による減損損失額が490百万円含まれております。 
2.前回発表予想及び今回修正予想の当期純利益には、小松ウオール長野販売株式会社吸収合併に
伴う抱合株式消滅差益304百万円の特別利益が含まれております。 

 
 

５．修正の理由 

・中間期 売上高についてはほぼ計画通りとなりましたが、利益面については販売費及び一般管理費
の抑制に努めたこと等により、計画を上回る見込みとなりました。 

・通 期 中間期末では過去最高の受注残高となっており、売上高は連結・個別ともに前回発表予想
を上回る見込みであります。利益面については下半期は大型物件が集中しており、売上総
利益率の低下が予想されるため前回発表予想の修正はいたしません。 

 
 
 

※ 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業
績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 
以  上 


